
「加速化プラン」の実施に当たっては、全世代型社会保障の構築の観点からの改
革も進めてまいります。この点についても、「全世代型社会保障構築会議」にお
いて、「経済財政諮問会議」と連携した改革工程の年末までの策定を新藤大臣に
お願いしたいと思います。

骨太方針2023と社会保障ＷＧの検討事項等

第７回こども未来戦略会議における岸田総理発言

骨太方針2023と社会保障ＷＧの検討事項

参考資料５

骨太方針2023より《p37～40》

創薬力強化に向けたイノベーションの
適切な評価、長期収載品等の自己負担
の在り方の見直し、介護保険の利用者
負担の検討等

医療ＤＸを政府を挙げて確実に実現

勤労者皆保険の実現、年齢や性別にか
かわらず働き方に中立的な社会保障制
度の構築

社会保障ＷＧの検討事項
【令和５年１０月１３日経済財政一体改革委員会資料1-1より】

健康寿命を延伸し、高齢者の労働参加
拡大に向け、健康づくり・予防・重症
化予防を強化

■給付と負担の見直し
・医療費の地域差半減に向けた取組について
・医薬品について骨太2023に掲げられたイノベー
ションの推進、長期収載品等の自己負担の在り方や
中長期的な薬剤費の在り方等の課題の対応

・介護給付費の適正化の現状と今後の対応
・介護における給付と負担の検討状況
・医療介護分野の有料職業紹介事業の適正化に向けた
取組の現状と対応

■少子高齢化・人口減少時代における医療・介護サービ
スの提供体制
・地域医療構想実現に向けた取組の現状と今後の対応
・かかりつけ医機能が発揮される制度整備の実効性を
伴う着実な推進に向けた対応

・診療報酬・介護報酬同時改定に向け骨太2023に掲
げた課題への検討状況

・医療従事者についてのタスク・シフト／シェア、
ICT活用

・リフィル処方箋の普及に向けた対応
・保有資産の状況なども踏まえた経営状況の見える化
の推進等による賃上げや業務負担軽減への取組

・介護現場の生産性向上、介護ロボット・ＩＣＴ機器の導
入等テクノロジーの導入・活用、協働化・大規模化

■医療DXの実現
・医療DXの推進による医療介護の提供体制の改革に
よる具体的な国民のメリット

・医療DXの推進に関する工程表の進捗状況。進捗状
況や今後の見通し等

■働き方に中立的な社会保障制度、予防・健康づくり
・短時間労働者への被用者保険の適用拡大
・フリーランス・ギグワーカーへの社会保険の適用の
在り方の整理

・年収の壁への対応
・在職老齢年金の見直し等高齢期の働き方に関連する
検討状況

・データヘルス計画など予防・健康づくりの推進に向
けた現状と対応

第４章 中長期の経済財政運営
２ 持続可能な社会保障制度の構築
（社会保障分野における経済・財政一体改革の強化・推進）

医療・介護サービスの提供体制につい
ては、今後の高齢者人口の更なる増加と
人口減少に対応し、限りある資源を有効
に活用しながら質の高い医療介護サービ
スを必要に応じて受けることのできる体
制を確保する観点から、医療の機能分化
と連携の更なる推進、医療・介護人材の
確保・育成、働き方改革、医療・介護
ニーズの変化やデジタル技術の著しい進
展に対応した改革を早期に進める必要が
ある。

１人当たり医療費の地域差半減に向け
た医療費適正化の取組、地域医療構想
の推進、医療専門職のタスク・シフト/
シェア等
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